
                    

 

       

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島の子どもたちのこんなところがすてき！ 
〇 自分には，よいところがあると思っている。      〇人の役に立つ人間になりたいと思っている。 

〇 物事をやり遂げる喜びを知っている。          〇朝食を毎日食べている。 

〇 友達と協力することが楽しいと思っている。     〇ICT機器を頻繁に使用して調べ学習や意見交換ができる。 

生活・学習習慣と学力の関係は？ 

令和３年度全国学力・学習状況調査 三島市の結果より 

伸ばそう！子どもの学力 

三島市教育委員会 令和３年 12月発行 

全国学力・学習状況調査は，子どもたちの学力や学習・生活状況を把握し，今後の教育活動に役立てていくため

に，実施されています。令和３年度の三島市の調査結果を分析し，三島の子どもたちのよさや今後伸ばしていきた

いところをリーフレットにまとめました。 

子どもたちの学力を伸ばしていくためには，学校と家庭が連携して子どもたちの学びを支えることが大切です。学

校では，調査結果を活用し授業改善に取り組んでいきますので，各家庭でも，このリーフレットを参考にしていただ

きたいと思います。 

【調査日】令和 ３ 年 5 月 27 日 （木）                     【調査対象】小学校６年生，中学校３年生 
【調査内容】 〇教科に関する調査（国語，算数・数学） 
【調査内容】 〇生活習慣や学習習慣に関する質問紙調査 
※調査問題につきましては，国立教育政策研究所ホームページ（ＵＲＬ：http://www.nier.go.jp/）から確認する
ことができます。 

調査の概要 

三島の子どもたちの伸ばしたいところ 
〇自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉にすること〇自分の考えを発表する機会で，うまく伝わるように，工夫して発表すること 

〇就寝時間を決めたり，決まった時間に家庭学習をしたりするなど，規則正しい生活を送ること 

 

家庭でできることを見付けて始めてみましょう！ 

自ら課題を見付け調べ表現する子 自分の思いをきちんと言葉で表している子 
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「総合的な学習の時間では，自分で課題

を立てて情報を集め整理して，調べたこと
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「毎日，同じくらいの時刻に起きて

いますか。」の回答と正答率(％)
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規則正しい生活を送っている子 

次のような子どもたちは，教科の平均 

正答率が高いことが分かりました。 

「自分の思っていることや感じている

ことをきちんと言葉で表すことができ

ますか。」の回答と正答率(％) 

 



                                    

国    語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国    語 

 紙面の都合上，調査問題の一部を変更，省略して示しています。 

こんなところができています 

【小学校】◎複数の意味をもつ言葉を正しく使い分けること（「～より」…比較・起点・原因・経由する場所）  

【中学校】◎自分が知らない言葉でも前後の文脈から意味を読み取ること 

                              

 

三島の子どもたちの伸ばしたいところ 

【
正
答
例
】  

メ
ス
ト
ラ
ル
は
、ゴ
ボ
ウ
の
実
が
犬

の
毛
に
か
ら
み
つ
い
て
い
た
こ
と

を
ヒ
ン
ト
に
、
か
ぎ
状
の
フ
ッ
ク
が

輪
の
形
を
し
た
ル
ー
プ
に
引
っ
か

か
る
こ
と
で
く
っ
つ
く
仕
組
み
の

面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
作
り
だ
し
た
。

(
八
十
字) 

文
章
と
図
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
情
報
を
正
し
く
読
み
取
る
力 

ま
ず
、文
章
の
中
の
「
～
を
ヒ
ン
ト
に
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
て
、ヒ
ン
ト
と

な
っ
た
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

次
に
、文
章
の
ど
の
言
葉
が
図
の
ど
の
部
分
に
結
び
つ
く
の
か
を
考
え
ま
し

ょ
う
。 

そ
れ
か
ら
、照
ら
し
合
わ
せ
た
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
、文
章
を
組
み
立
て

ま
し
ょ
う
。 

   

 

〇文章と図・表などを結びつけて読む学習を増やし
ます。 

〇複数の条件に合わせて文章を書く学習を取り入
れていきます。 

 

○新聞・パンフレット・ポスターなどに図や表が付いてい
るときには，図や表にも注目して読みましょう。 

○分からない言葉や気になる言葉があったら，すぐ辞書
やタブレットなどを使って調べましょう。 

学校では 家庭では 

漢
字
を
文
の
中
で
適
切
に
使
う
力 

 

―
線
部
を
漢
字
に
直
し
ま
し
ょ
う
。 

①
げ
ん
い
ん
を
か
ん
が
え
る
。 

②
一
輪
車
を
つ
み
か
さ
ね
る
。 

③
ボ
ー
ル
が
こ
ろ
が
る
。 

①
原
因
の
原
の
「
小
」
の
部
分
を

「
水
」
に
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

よ
う
ね
。 

原
因
の
「
因
」
を
「
困
」
と
間
違
え

な
い
よ
う
に
し
よ
う
ね
。 

②
積
み
重
ね
る
と
い
う
字
は
、
「
面

積
の
積
」
で
使
わ
れ
て
い
る
ね
。音

読
み
だ
け
で
な
く
、
訓
読
み
も
覚

え
た
い
ね
。 

③
転
が
る
は
、
「
軽
」
「
輪
」
と
部
首

が
同
じ
だ
か
ら
気
を
つ
け
よ
う

ね
。 

普
段
か
ら
習
っ
た
漢
字
や
知
っ
て
い

る
漢
字
を
使
い
、
読
み
方
や
字
形
に
注

意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
意
味
や
使
わ
れ

方
も
調
べ
て
み
る
と
よ
い
で
す
ね
。 

 

【
小
学
校
】
国
語
２ 

「
説
明
的
な
文
章
を
読
み
、
分
か
っ
た
こ
と
を
ま

と
め
る
」
問
題
よ
り
一
部
抜
粋 

 

（
略
）
メ
ス
ト
ラ
ル
は
、
犬
の
毛
に
野
生
の
ゴ
ボ
ウ

の
実
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
（
略
）
ゴ
ボ
ウ
の
実
は
先
の
曲
が
っ
た
か

ぎ
状
の
ト
ゲ
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
の
ト
ゲ
が
犬
の
毛
に
か
ら
み
つ
い

て
い
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
メ
ス
ト

ラ
ル
は
研
究
を
重
ね
、
数
年
後
、特
殊
な
素
材
を

使
い
、面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
作
り
出
し
ま
し
た
。 

 三 

相
川
さ
ん
は
、
【
資
料
】
の 
 

部
を
読
み
、
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
く
っ
つ
く
仕
組
み
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
メ
ス
ト
ラ
ル
は
、
何
を
ヒ
ン
ト
に
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
の

面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
作
り
出
し
ま
し
た
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

〇
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
こ
と
と
、面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
く
っ
つ
く
仕
組
み
が
分
か
る
よ
う
に

書
く
こ
と
。 

〇
【
資
料
】
の
中
の
文
章
と 

 
 

の
「
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
仕
組
み
」
か
ら
言
葉
や
文
を

取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

〇
五
十
字
以
上
、八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

ポ
イ
ン
ト  

〔チャレンジしようの解答〕 ①原因 ②積み ③転がる 正しい漢字に直せましたか。言葉の意味を考えて，正しく書きましょう。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う 

ポ
イ
ン
ト  



 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「なんで？」「どうして？」をキーワードに，子どもが

自分の思いや行動の根拠を明確にできる言葉がけ
をお願いします。 

 
根拠をもとに自分の考えをまとめ，筋道立てて相手

にわかりやすく伝えられるような機会を増やしていきま
す。 

 

こんなところができています 

【小学校】 〇棒グラフから，資料の特徴や傾向を読み取ること  〇底辺と高さの位置関係を理解し,図形の面積を求めること 

【中学校】 〇資料から代表値を読み取ること                〇形式に則って証明を書くこと 

紙面の都合上，調査問題を省略して示しています。 

三島の子どもたちの伸ばしたいところ 

算 数 ・ 数 学 

 

筋道立てて考えて表現する力 

１２÷３０＝０．４で，０．４倍です。 

３０ｍを１としたとき，１２ｍが本当に０．４にあ

たるのかな。 

０．４は１を１０等分した一つ分である０．１の四つ分

であることに着目し，３０ｍを１としたとき，０．１に当

たる長さである３ｍを求めた上で１２ｍが３ｍの幾つ

分にあたるかを考えることが必要だね。 

  

小数を用いた倍について，比較量が基準量より小さい場合も，

０．１に当たる長さを用いて説明できるようにすることが大切です。 

 

ポイント！ 

令和３年度調査問題【小学校】４（３）より 

小数を用いた倍についての説明を解釈し，他の数

値の場合に適用して，基準量を１としたときに比較量

が示された小数に当たる理由を言葉や数を用いて

記述できるかどうかを見る問題です。 

家庭では 学校では 

 

 

令和３年度調査問題【中学校】８（３）より 

日常生活や社会の事象を考察する場面において，ある事柄が成

り立つ理由を数学的な表現を用いて説明することを求めている。 

６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以

上の度数分布多角形の方が右側にあるね。 

日照時間が６時間以上の日は，６時間未満

の日より気温差が大きい傾向にあるよ。 

「理由」を記述する際には，「Aだから B と

なる」のように，A という理由及び B という

結論を明確にして記述することを求めること

が考えられます。 

気温差の度数分布多角形から，「日照時間が６時間以上の日

は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」と主張する

ことができます。そのように主張することができる理由を，気温差

の度数分布多角形の２つの度数分布多角形の特徴を比較して

説明しなさい。 

 

 

  

データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用

いて説明することが大切です。 

 

ポイント！ 

１２ｍのテープと３０ｍのテープがあります。 
たくみさんたち，１２ｍは３０ｍの何倍かについて考
えています。 
３０ｍを１としたときに１２ｍが０．４にあたるわけを，
０．１にあたる長さがわかるようにして，言葉や数を
使って書きましょう。 


